

























































































はありません｡ 例えば､ 何かが､ １単位変わり
ましたとなると､ もう一度届け出をしないとい


















それで､ 今は､ 大学の中では､ 幾つかの質保
証のシステムというのが出てきていまして､ 公
的な質保証のシステムとしては､ 設置基準､ あ

































げています｡ それに加えて､ 今回､ 看護学士課
程卒業者が展開する看護実践の要件として､ 五
つを挙げました｡







































しょう｡ そして､ 多様な場で､ 継続的に､ 地域
















































































































くべきである｡ そして､ その中で､ 卒業時には､
どこまでいくかということを､ 卒業時の到達目
標として挙げております｡ 卒業時の到達目標が
達成でき､ そして､ 実践の中で､ さらに20の看
護実践能力を発展させていっていただきたいな
と思いますし､ それは､ 継続教育の中で､ みな
さま方にお願いしたいことでもありますし､ さ
らに発展させてスペシャリストに､ そして､
高度実践看護師へと､ それぞれの次世代の方た
ちが､ キャリアアップをしていくことだと思っ
ています｡
看護のプロフェッションの確立と､ さらなる
スペシャリゼーションの深化へとつながるよう
に､ そのような発展を担うことのできる次世代
を願いを込めて､ 大学では教育をしていきたい
と考えています｡
高知女子大学看護学会誌第37巻第１号 (2012)
― 5 ―
